
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●航空機産業は中長期的に確実に拡大する成長産業〔今後 20年で新たに３万１千機、約 300 兆円の需要〕 

●航空宇宙産業は日本の強みを発揮でき、国際競争の最前線で伍していける分野 

  ボーイング 787 で日本（愛知・岐阜）の生産分担率は 35％、炭素繊維複合材は東レが独占供給 

  ＭＲＪ（三菱リージョナルジェット）開発により、全機インテグレーション技術を獲得 

●航空宇宙産業は、裾野が広く、技術波及効果が大きい先端技術集約型産業 

 〔自動車の 100 倍の部品、３倍の技術波及効果〕                     など 

 

 ●日本で唯一、材料を含む研究開発から設計・開発、飛行試験、製造・販売、保守管理までの一貫体制を

構築し、アジアの新興国等の追随を許さない、欧米先進地域と肩を並べる一大集積地を形成 

 

 【数値目標】（一例） 

  中部地域（愛知・岐阜を中心とした５県）の航空宇宙産業の生産高 

   約 7,000 億円（平成 22年）→ 約 9,000 億円（平成 27年） 

   ※年率５％以上の伸びを確保し、フランスのツールーズ地域（１兆円）に肩を並べる。 

「アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区」について    ～「国際戦略総合特区」に対する愛知・岐阜地域からの提案～ 

総合特区の目指す目標 

なぜ、“航空宇宙産業”なのか  ～日本の成長に航空宇宙産業の振興が必要な理由～ 

※各地区の範囲は、概ねのイメージ 

国際戦略総合特区の区域 

どの地域が担うのか  ～愛知・岐阜地域の優位性～ 
 

●我が国最大の航空宇宙産業の集積地 

 ・日本の航空機・部品生産額の約５割、航空機体部品では７割以上を生産（中部５県） 

 ・日本の主要機体メーカー（三菱重工業、川崎重工業、富士重工業）の生産拠点が集中立地。ボーイング 787 の日本分担率 35％を

当地域が担う。 

 ・国産初の小型ジェット旅客機ＭＲＪ（三菱リージョナルジェット）は当地域で開発・製造・組立（三菱航空機、三菱重工業） 

 ・航空機の機体軽量化のキーテクノロジーであるＣＦＲＰ（炭素繊維複合材）をボーイング社に独占的に供給する東レをはじめ、 

素材、部品、工作機械等のサポーティングインダストリーも多数集積 

●関連する研究開発・人材育成機能も集積 

 ・(独)宇宙航空研究開発機構の「ＪＡＸＡ名古屋空港飛行研究拠点」、三菱重工業の「ＭＲＪ技術試験場」 

 ・東レの名古屋事業場内「アドバンスド・コンポジットセンター」 

 ・名古屋大学の「航空宇宙工学専攻」や「複合材工学研究センター」  など 

●大規模な国際イベントが開催予定 

 ・「2012 年国際航空宇宙展（ジャパン エアロスペース2012）」、「第29回宇宙技術および科学の国際シンポジウム」（2013 年） 

●産・学・官の連携体制がすでに構築 

 ・(社)中部航空宇宙技術センター（Ｃ－ＡＳＴＥＣ）（平成５年９月設立：中経連、愛知県、岐阜県、名古屋市、地域企業等） 

 ・「航空宇宙産業フォーラム」（平成 20 年４月設立：中部経済連合会、C-ASTEC、三菱重工業名古屋航空宇宙システム製作所、川崎

重工業航空宇宙カンパニー、航空機部品加工中堅・中小企業、名古屋大学、中日本航空専門学校、

愛知県、岐阜県、三重県、名古屋市、中部経済産業局） 
 

ＭＲＪ完成予想図（三菱航空機㈱提供） 

ボーイング７８７ 

●日本の戦略的な航空宇宙産業振興の 

最適地は、「愛知・岐阜」 

●総合特区により、日本の新たな成長を 

この地域が担う「必然性」“大” 

         

 アジア最大・最強の航空宇宙産業クラスターを形成する 

アメリカ（米・シアトル）、ヨーロッパ（仏・ツールーズ）に匹敵する第３極の形成 
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総合特区における主な政策課題と戦略的取組 

政策課題   主な戦略的取組 事業の概要と効果 

  

  
●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

●国際共同開発に不可欠となっている輸入航空機部品について、関税を賦課せず、手続面

でできる限りの簡素化を図ったフリーゾーン化を実現し、コスト競争力をアップ 

  

●国際競争力の強化 

 ・国際共同開発における役割を拡大しうる条件整備 

 ・サプライヤーである中小企業の一貫生産体制の構築 

  

●航空宇宙部品の一貫受注システムの構築、 

工場アパートの整備 

●三菱重工業㈱大江工場周辺地区、川崎重工業㈱岐阜工場周辺地区において、航空機の

部品加工に係る多工程をワンストップで行い、一貫受注・生産が可能な中小企業のネット

ワーク化、集団化を推進し、生産性と品質をアップ 

  ●生産能力の抜本的拡充 

 ・ボーイング787の生産フル稼働（月産10機以上）   
●企業が新規立地・設備投資しやすい環境整備 

●緑地規制の緩和により、既存敷地を最大限活用するとともに、航空宇宙産業を優先した国

有地の売却、長期低利貸付等により、生産能力をアップ 

  ●研究開発機能の強化 

 ・航空機の軽量化に不可欠なＣＦＲＰ（炭素繊維複合材）

など材料分野での先進的な研究開発体制の整備など   

●ＣＦＲＰ（炭素繊維複合材）に係る一大研究開発拠点
の形成 

●名古屋大学に我が国初となる複合材製造技術の実証・評価を行うナショナルコンポジット

センターを早期整備し、ＣＦＲＰの製造･加工において他の追随を許さない技術力をアップ 

●法人県民税10％相当額を基金に積み立て、国際戦略総合特区に係る企業立地・研

究開発投資・実証実験等に対する補助制度を創設（愛知県） 

●国際戦略総合特区関連事業に対する財政的支援制度の検討・創設（名古屋市） 

●岐阜県企業立地促進事業補助金の拡充（岐阜県） 

●法人市民税の５％減税（名古屋市） 

●国際戦略総合特区緑地面積率等条例の検討・制定（名古屋市、半田市、常滑市、弥

富市、各務原市） 

●中部国際空港島内での超大型貨物輸送に係る許可手続の合理化・期間の短縮化（愛

知県、愛知県企業庁、常滑市、中部国際空港㈱等） 等 

地域独自の新しい支援措置 

○航空機産業をはじめとする高度先端産業の立地に対する補助金（愛知県、岐阜県、

名古屋市、春日井市、常滑市、小牧市） 

○企業立地に対する補助金（小牧市、弥富市、各務原市） 

○産業立地促進税制（愛知県） 

○パワーアップ資金「企業立地」貸付制度（愛知県） 

○産業活性化資金貸付制度（岐阜県） 

○地域産業集積形成法に基づく条例による緑地面積率の緩和（豊山町、飛島村） 等

これまでの地域の支援措置 （既存制度） 

地域の責任ある関与 ～地域の「覚悟」、「本気度」～ 

三菱航空機

大学
公設試験
研究機関

産総研

【インテグ
レーター】

（試験認証 2011年開設）

産業支援機関

ＭＲＯ（整備、補修サービス等）

大型風洞

【集積強化に
つながる新たな

施設の例】

拡大

拡大

拡大

【Ｔｉｅｒ１】
三菱重工業
川崎重工業
富士重工業

【Ｔｉｅｒ２】
今井航空機器工業、旭金属工業、

和田製作所、三光製作所 など
中小企業サプライヤー

【材料・工作機械メーカー、他産業】
東レ、東邦テナックス、三菱レイヨン

ヤマザキマザック、オークマ、森精機 等

海外機体
メーカー

※ＭＲＯ：Maintenance,Repair,Overhaul

ナショナルコンポ
ジットセンター

ＪＡＸＡ
飛行実験場

△ サプライヤーのレベルアップ、
Ｔier１化を目指す

△ Ｔier１メーカーからインテグレーターへ

△ 他産業からの新規参入
による裾野拡大

規制緩和 × ソフト支援 × ハード整備＝アジア最大・最強のクラスター形成へ！

目指すべき航空宇宙産業クラスターの将来イメージ 
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「アジア№１航空宇宙産業クラスター形成特区」全体俯瞰図（プロジェクトと地域資源） 

県営名古屋空港 

 

●ＭＲＪプロジェクト事業 

●次世代航空機開発促進事業 

県営名古屋空港周辺地区 

三菱重工業㈱ＭＲＪ整備用格納庫 県営名古屋空港県有地内、現在建設中 

国土交通省航空機技術審査センター 型式証明審査 

ＰＲＩ日本事務所 特殊工程の認証（Nadcap、JIS Q9100） 

愛知県「知の拠点」 低環境負荷型次世代ナノ・マイクロ加工技術の開発プロジェクト

 

●次世代複合材技術確立支援センター（ナショナルコンポジットセンター）整備事業 

●人材育成・確保推進事業 

 

名古屋大学地区 

 

●ボーイング７８７等量産事業 

●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

●関連中小企業の効率的な生産・供給体制構築事業（航空宇宙部品の一貫受注システムの構築、工場アパートの整備） 

●未利用国有地（東海農政局大江政府倉庫）を活用した航空宇宙関連産業集積強化事業 

 

 

 

三菱重工業㈱大江工場周辺地区 

名古屋大学 航空宇宙工学専攻、JAXA との連携講座、複合材工学研究センター 

 

●ボーイング７８７等量産事業 

●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

富士重工業㈱半田工場 ボーイング７８７中央翼 

富士重工業㈱半田西工場 ボーイング７８７中央翼 

 

富士重工業㈱半田・半田西工場地区

 

●航空宇宙関連企業誘致事業 

 

●ボーイング７８７等量産事業 

●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

川崎重工業㈱岐阜工場地区 ぎふ技術革新センター 航空機向け軽量強化部材の新たな加工技術の研究開発など 

川崎重工業㈱岐阜工場 ボーイング７６７・７７７・７８７前部胴体等 

川崎岐阜協同組合 中小企業サプライヤーによる共同受注・決済 

 

テクノプラザ 高度技術工業に係る製造工場や研究所等への土地分譲等 

 

●ボーイング７８７等量産事業 

●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

三菱重工業㈱名古屋誘導推進システム製作所地区 

 

●ボーイング７８７等量産事業 

●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

川崎重工業㈱名古屋第一工場地区 

 

●ボーイング７８７等量産事業 

●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

三菱重工業㈱飛島工場地区 

 

●ボーイング７８７等量産事業 

●輸入航空機部品等の関税フリーゾーン化 

川崎重工業㈱名古屋第二工場地区 

川崎重工業㈱名古屋第二工場 

ボーイング７６７胴体パネル 

 

東レ㈱名古屋事業場アドバンスドコンポジットセンター 炭素繊維複合材料（ＣＦＲＰ）の研究・技術開発

三菱航空機㈱ ＭＲＪの設計、販売等 

なごやサイエンスパーク ＣＦＲＰ等を切削する超硬工具の研究など 

ＭＲＪ完成予想図（三菱航空機㈱提供）

三菱重工業㈱名古屋航空宇宙
システム製作所（飛島工場） 

ボーイング７６７・７７７胴
体パネル、ＭＲＪ構造組立等 

 

三菱重工業㈱名古屋航空宇宙システム製作所（大江工場） ボーイング７８７主翼、ＭＲＪ部品 

愛知県飛行研究センター JAXA 名古屋空港飛行研究拠点、産学行政連携推進コーナー

三菱重工業㈱ＭＲＪ技術試験場 航空機の型式証明取得に必要な構造強度試験 

三菱重工業㈱名古屋航空宇宙システム製作所（小牧南工場） ＭＲＪ最終組立等 

シー･アンド・エアー 
 
 
 
 
 
 
ドリームリフターへの部品積込み

空港島地域開発用地：約 107ha 

うち臨空生産ゾーン：約 28.4ha 

中部臨空都市「臨空生産ゾーン」地区 

三菱重工業㈱名古屋誘導推進システム製作所 

ＭＲＪに搭載する国際共同開発エンジンの 
分担製造等 

ボーイング７８７ 

中部国際空港 

川崎重工業㈱名古屋第一工場 

ボーイング７８７前部胴体、主脚格納部、
ボーイング７７７胴体パネル 

 

３


